
平成23年度事務事業評価表（平成22年度振り返り）

政策名

所管課係名

事業費
（実績額）

人件費
（理論値）

トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

■ □ □ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

11,943 324 2.7 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3

（ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 10,324 307 3.0

上乗 □ （ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 9,500 250 2.6

□ （ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

□ □ ■ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

35,875 9,844 1,837 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3 必要性 有効性 達成度 効率性

（ 人 ） （ 千 円 ） （ 人 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ ■ □ 33,672 9,851 1,906

上乗 □ （ 人 ） （ 千 円 ） （ 人 ）

□ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 34,058 9,880 1,949

□ （ 人 ） （ 千 円 ） （ 人 ）

■ □ □ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

171,100 8 4.8 必要性 4 有効性 3 達成度 4 効率性 3 必要性 4 有効性 3 達成度 4 効率性 3

（ 人 ） （ 件 ） （ 回 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 167,392 8 4.5

上乗 □ （ 人 ） （ 件 ） （ 回 ）

□ ■ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 161,000 8 5.0

□ （ 人 ） （ 件 ） （ 回 ）

■ □ □ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

35,875 318 1,508 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3

（ 人 ） （ 人 ） （ 人 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 33,672 466 324

上乗 □ （ 人 ） （ 人 ） （ 人 ）

□ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 33,535 89 462

□ （ 人 ） （ 人 ） （ 人 ）

全庁評価会議
（24年度に向けた

方向性等）

説明欄：

説明欄：

説明欄：
施設関連経費の縮減

説明欄：
行財政改革アクション
プラン（補助金等の適
正化）→事業内容、決
算等の検証

縮小

現状維持

説明欄：対象者は60歳以上で、地域で活動する
場の提供として必要性と有効性は大きい。平成
２３年度から５年間の指定管理者応募を行い、
選定した結果、従来と同一の事業者となったも
のの、指定管理料の精査、管理備品の整理、会
議室予約日の改善、利用者意見の反映の場の設
定等を反映して、基本協定を締結することがで
きた。また、指定管理者と定期的な協議の場を
設けることにより、従来以上に、課題解決の達
成度と効率性を上げ、利用者の意見を聞く機会
が増えるものと考える。なお、風呂の運営は、
利用者の実態を踏まえた評価が必要である。

所管課長

所管課長 福祉総務課　 渋谷　千春

説明欄：事業当初の市からの委嘱委員から
団体運営への助成となったが、役員の固定
化等により、助成金の必要性と有効性が従
来より低いと判断している。そのため、補
助対象事業経費の執行の精査では、食料費
等の補助対象外経費を精査する等、適正な
補助金の執行に努めるよう指導するととも
に、活動周知のため、市でも市報の掲載等
で支援・協力し、参加者を増やして、達成
度と効率性についての向上の余地があるの
か見守る必要がある。

1,000

説明欄：対象者は60歳以上で、地域で活動
する場の提供として必要性と有効性は大き
い。平成２３年度から５年間の指定管理者
応募を行い、選定した結果、従来と同一の
事業者となったものの、指定管理料の精
査、管理備品の整理、会議室予約日の改
善、利用者意見の反映の場の設定等を反映
して、基本協定を締結することができた。
また、指定管理者と定期的な協議の場を設
けることにより、従来以上に、課題解決の
達成度と効率性を上げ、利用者の意見を聞
く機会が増えるものと考える。なお、風呂
の運営は、利用者の実態を踏まえた評価が
必要である。

67,321

1,000
説明欄：事業当初の市からの委嘱委員から
団体運営への助成となったが、役員の固定
化等により、助成金の必要性と有効性が従
来より低いと判断している。そのため、補
助対象事業経費の執行の精査では、食料費
等の補助対象外経費を精査する等、適正な
補助金の執行に努めるよう指導するととも
に、活動周知のため、市でも市報の掲載等
で支援・協力し、参加者を増やして、達成
度と効率性についての向上の余地があるの
か見守る必要がある。

67,268

67,321

24年度以降に向けた方向性： 縮小
説明欄：

24年度以降に向けた方向性：

1,000

説明欄：

6,360

6,504

福祉総務課　 渋谷　千春

説明欄：
24年度以降に向けた方向性：

457

400

説明欄：人件費であり、
老人クラブの活動状況の
連絡調整と、助成金に伴
う事業状況並びに予算執
行状況の把握を行い、適
正な運営への指導・監督
を行うことが主な業務で
ある。

24年度以降に向けた方向性：

6,354

所管課長 福祉総務課　 渋谷　千春

事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

24年度以降に向けた方向性： 現状維持

411

所管課長 福祉総務課　 渋谷　千春

説明欄：

説明欄：当市の75歳以上の高齢者を対象とした
敬老大会は、近隣のどの市でも同様に行なって
いる事業であり、必要性と有効性は高いと考え
る。そこでの運営方式については、式典は別と
してアトラクションを民間事業者に委託する例
もあるが、当市では運営そのものを実行委員会
形式で行ない、アトラクションは市文化協会の
協力で行なっており、妥当な経費で行なってい
る。達成度と効率性については、大会の参加人
数を増やすため、市報での周知に加えて、老人
クラブへの勧誘等に努めている。なお、平成22
年度予算計上の食料費に執行は行なわなかっ
た。

1,000 1,245

24年度以降に向けた方向性： 現状維持

説明欄：当市の75歳以上の高齢者を対象と
した敬老大会は、近隣のどの市でも同様に
行なっている事業であり、必要性と有効性
は高いと考える。そこでの運営方式につい
ては、式典は別としてアトラクションを民
間事業者に委託する例もあるが、当市では
運営そのものを実行委員会形式で行ない、
アトラクションは市文化協会の協力で行
なっており、妥当な経費で行なっている。
達成度と効率性については、大会の参加人
数を増やすため、市報での周知に加えて、
老人クラブへの勧誘等に努めている。な
お、平成22年度予算計上の食料費の執行は
行なわなかった。

24年度以降に向けた方向性： 現状維持

説明欄：市内の老人クラブは２８団体（外
に老人クラブ連合会１団体）あり、高齢者
が増加する中で、地域の活動を活性化する
ために、老人クラブ助成金は必要性が大き
く、また、団体の活動状況の調査によって
も有効性は大きいと考えられる。ただし、
老齢人口が増えている一方で、老人クラブ
加入者数は減少しており、老人クラブの活
動の周知を行い、加入者を増やす必要があ
り、現状の加入率２７．４％を向上させ、
より高い達成度と効率的な助成金の活用に
努める必要がある。

24年度以降に向けた方向性： 現状維持

６０歳以上の
高齢者数

活動した述べ人
数

2,245

1,000 1,233 2,233

1,000 1,222 2,222

主催自主事業
への参加者数

根拠
法令
等

対象 市内に居住する元気高齢者

手段
・

内容

①主催７事業（さわやかスポーツ、
久留米を知ろう、カラオケ大会、ダ
ンスの夕べ、高齢者作品展、てまり
づくり、講演会）
②参加２事業（子どもまつり、市民
まつり） ③定例会（年１２回）、
研修、事業準備

意図
元気な高齢者を対象とした施策を、
高齢者自らが中心となった主体的な
団体として、活動を行ってもらう。

全額補助 一部補助有 市全額

14-02-03

福祉総務課
高齢者福祉係

地区センター管理事
業

14-02-04

福祉総務課
高齢者福祉係

生きがい健康の会事
業

その他（　　　　　　　　　　　　　）

対象
①市民
②この内、老人福祉センター利用者
は、満６０歳以上の利用証交付者。

利用者延べ人
数

手段
・

内容

67,517

247 67,568

意図

１人当たりの
年間利用件数
（利用者述べ
人数／対象年
齢人口）

単体地区センター５か所は社会福
祉協議会が、地域センター内地区セ
ンター３か所は特定非営利活動法人
ワーカーズコープが、それぞれ指定
管理者として運管理運営している。

67,821

保守点検委託契
約件数

50067,321

　地域の交流の場の提供として、
①会議室の貸出 ②高齢者の社交場
③地域の情報提供 67,321

67,268 249

11,069

11,099

意図
高齢者が地域で生きがいを持って生
活できる。

9,997 1,236 11,233

老人クラブ加
入者数

1,2489,851

9,844 1,225

14-02-02

福祉総務課
高齢者福祉係

老人クラブ事業

事業
形態

直営（委託無）

対象 老人クラブ及び老人クラブ連合会

６０歳以上の
高齢者数

老人クラブ助成
金

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

手段
・

内容

①趣味やスポーツなどのサークル活
動、神社や交番の清掃などのボラン
テｲア活動、老人ホームなどの施設訪
問とその手伝い
②芸能、スポーツなどを主催、世代
間交流の大会の実施、広報活動等。

その他（　　　　　　　　　　　　　）

1,009

参加者数／対
象高齢者数

923

400 541 941

457

411

事務事業名

指標 指標 指標

活動指標
（手段の数値指標化）

552

512

全額補助 一部補助有

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

14-02-01

自主的 義務的 努力義務的

敬老大会事業

手段
・

内容

事務事業
番号

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

福祉総務課
高齢者福祉係

対象
満７５歳以上の、住民基本台帳あ

るいは外国人登録原票に記載のある
市民

（国）老人福祉法
（市）東久留米市高齢者慶祝事業実施要綱

市内在住の高
齢者（１７年
度までは、７
０歳以上。１
８ 年 度 か ら
は、７５歳以
上）

意図

大会参加者数

根拠
法令
等

市と社会福祉協議会の共催によ
り、生涯学習センターで式典とアト
ラクションを年１回実施する。

その他（　　　　　　　　　　　　　）

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

（国）老人福祉法
（市）平成22年度東久留米市老人クラブ補
助金交付要綱

長寿への祝意

だれもがいきいき幸せに暮らせるまち 施策番号・名 14 高齢者福祉の推進

努力義務的

（国）老人福祉法
（市）東久留米市地区センター条例及び同
条例施行規則

市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

根拠
法令
等

自主的 義務的

全額補助 一部補助有 市全額

14-02

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

自主的 義務的 努力義務的

事業
形態

直営（委託無）

（国）老人福祉法
（市）平成２２年度東久留米市高齢者とと
もに進める生きがい健康づくり市民会議補
助金交付要綱

交流の場確保

事務事業全体 一般財源分

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

市独自上乗せ（上乗・横出）

基本事業番号・名

東久留米市


